
清水わき 心ふれあう 嘉島町

　写真上は町役場や町民会館の見学にやって来た嘉
島幼稚園の園児たち。写真中の嘉島東小でプールの
授業は〝ひんやり〟タイム（？）。写真下はやって
来た生産者待望の麦秋―実りの時、上島の麦刈りの
様子。＝７面に詳報

○嘉島町議会第２回定例会…②③
○全国町村会とは………………④

主な内容 ○町内の幼保育園にマリオネット④
○緑川復旧工事の完了説明……⑤
○町災害対策会議・水防協議会⑤
○町健康づくり推進委員会……⑥
○井寺古墳の指定拡大へ………⑦

○お知らせ情報館…………⑧～⑬
○後期高齢者医療「保険証」…⑭
○ごみ処理施設候補地募集……⑮
○かしま水の郷まつり…………⑰
○町人権教育推進協議会………⑱

年
平成 年
2017

77
年

平成 年
2017

No.524No.524

2929

やって来たのは？

　

全
国
町
村
会
の
新
会
長
に
荒
木

泰
臣
・
嘉
島
町
長（
70
）が
決
ま
り

ま
し
た
。任
期
満
了
に
伴
う
会
長

選
挙
は
６
月
28
日
の
立
候
補
受
け

付
け
締
め
切
り
ま
で
に
荒
木
町
長

の
ほ
か
に
届
け
出
が
な
く
、無
投
票

で
第
21
代
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。任
期
は
７
月
31
日
か
ら
２
年
間

と
な
り
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
会
長
就
任
に
当
た

り
、「
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少

は
も
と
よ
り
、全
国
の
町
や
村
が
直

面
し
て
い
る
課
題
が
山
積
し
て
い

る
」と
町
村
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現

状
を
分
析
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
声
を
漏
ら
す
こ
と

な
く
拾
い
上
げ
、課
題
や
問
題
の
解

決
の
糸
口
を
見
い
だ
す
た
め
町
村

会
の
組
織
挙
げ
て
知
恵
を
絞
っ
て
い

く
」と
の
抱
負
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
１
９
８
７
年
、嘉
島

町
議
会
議
員
か
ら
嘉
島
町
長
に
初

当
選
し
て
以
来
、
現
在
連
続
８
期

目
。熊
本
県
町
村
会
長
に
２
０
０
５

年
に
就
任
し
て
７
期
目
。全
国
町
村

会
で
は
会
長
代
行
や
財
政
部
会
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
て
６
年
前

か
ら
３
期
に
わ
た
っ
て
副
会
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

荒
木
町
長
、全
国
町
村
会
長
に
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１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か

ら
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
ご
理
解
、

ご
協
力
い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

災
害
復
旧
事
業
の
状
況

○
町
道
と
河
川　

こ
れ
ま
で
に
道

路
13
カ
所
、
河
川
３
カ
所
が
発
注

済
み
、
率
に
し
て
30
％
で
す
。
６

月
末
ま
で
に
は
道
路
を
16
カ
所
追

加
し
、
発
注
率
が
53
％
に
上
る
見

込
み
で
す
。

○
下
水
道　

管
渠き
ょ

２
億
２
千
万
円
、

処
理
場
は
１
億
４
５
０
０
万
円（
下

水
道
事
業
団
へ
委
託
契
約
済
み
）

で
発
注
率
76
・
５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
管
渠
工
事
を
随
時

発
注
し
、
来
年
度
中
に
復
旧
を
完

了
す
る
予
定
で
す
。

○
農
業
施
設
等　

１
２
６
件
の
査

定
の
う
ち
12
件
、
３
６
７
７
万
円

の
工
事
が
完
了
し
、
契
約
済
み
も

34
件
、
９
９
９
３
万
円
。
契
約
件

数
に
よ
る
進
捗ち
ょ
く率
は
36
・
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
被
災
農

業
者
向
け
経
営
体
育
成
事
業
の
進

捗
具
合
は
、
被
災
し
た
農
業
倉
庫
、

機
械
等
で
１
３
５
件
の
２
２
８
事

業
、
補
助
額
６
億
１
１
０
０
万
円

の
申
請
に
対
し
、
74
件
の
１
２
１

事
業
に
１
億
６
６
２
４
万
円
の
補

助
を
行
い
、
件
数
に
よ
る
進
捗
率

は
54
・
８
％
に
。

○
学
校
施
設　

西
小
学
校
、
中
学

校
の
被
災
復
旧
は
順
調
に
工
事
が

進
み
、
中
学
校
体
育
館
は
５
月
末

に
終
わ
り
、
６
月
か
ら
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
校

の
校
舎
と
西
小
の
校
舎
、
体
育
館

の
復
旧
は
６
月
下
旬
の
完
了
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
社
会
教
育
施
設　

近
隣
公
園
分

館
の
復
旧
工
事
が
３
月
24
日
に
完

工
し
、
仮
設
団
地
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
「
さ
さ
え
あ

い
セ
ン
タ
ー
事
業
」
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
総
合
運
動
公
園
の
野

球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
復
旧
工

事
も
５
月
で
終
わ
り
、
６
月
中
は

町
内
の
団
体
を
対
象
に
貸
し
出
し
、

議
案
の
提
案
理
由
を
説
明
す
る
荒
木
町
長

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
29
年
第
２

回
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
７
日

ま
で
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
じ
め
追
加
議
案
を
含
む
13

件
（
条
例
１
、
予
算
３
、
人
事
３
、

そ
の
他
６
）
を
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
・
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

４
億
２
３
４
万
５
千
円
を
追
加

す
る
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
１

０
６
億
９
５
１
万
２
千
円
に
な
り

ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
で

は
服
部
秀
月
（
66
）
＝
下
仲
間
＝

と
牛
嶋
た
け
子
（
66
）
＝
北
甘
木

＝
の
両
氏
を
再
任
、
新
た
に
西
川

英
二
氏
（
60
）
＝
西
村
＝
の
推
薦

も
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
３
月
定
例
会
以
降

の
町
の
主
な
動
き
と
し
て
、
被
災

家
屋
の
公
費
解
体
や
災
害
公
営
住

宅
の
整
備
な
ど
震
災
復
旧
の
進
み

具
合
、
さ
ら
に
東
部
台
地
や
芝
原

の
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
関

し
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
中
津
芳
春
、

鍋
田
平
、
富
山
勝
の
３
議
員
が
農

家
の
所
得
向
上
策
や
学
校
給
食
の

在
り
方
、
震
災
復
旧
・
復
興
に
伴

う
営
農
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
、

「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

一般会計補正 ４億234万5000円追加
震災復旧 中心に

町
政
報
告

荒
木
町
長　

　

す
っ
か
り
暑
い
日
が
続
く
時
季

に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
麦

秋
」
の
こ
ろ
。
麦
の
刈
り
取
り
が

い
よ
い
よ
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
ま
す

と
、
や
が
て
梅
雨
入
り
。
今
度
は

田
植
え
と
な
り
ま
す
か
ら
、
農
家

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
忙
し
い

日
々
が
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
季
節
は
梅
雨
時
か
ら
台

風
シ
ー
ズ
ン
へ
。
今
年
は
「
災
害

と
は
無
縁
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
あ
れ
か
ら

【
主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
】

○ 

熊
本
地
震
に
よ
る
農
業
施
設
等
の

復
旧
、
改
良
整
備
費
３
億
４
３
８

２
万
１
千
円

○ 

震
災
に
伴
う
町
民
体
育
館
の
改
修

工
事
費
４
８
８
８
万
４
千
円

13
件
を
原
案
通
り
可
決
、
承
認

嘉
島
町
議
会

第
２
回
定
例
会

平成29年度
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７
月
か
ら
本
格
的
に
一
般
開
放
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
家
屋
の
公
費
解
体

　

５
月
中
旬
の
申
請
棟
数
１
１
１

９
棟
に
対
し
、
実
施
済
み
１
０
４

０
棟
で
、
進
捗
率
は
約
93
％
で
す
。

今
後
は
、
浮
島
北
側
の
震
災
ご
み

仮
置
き
場
の
閉
鎖
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

震
災
に
伴
う
各
種
申
請

　

熊
本
地
震
に
関
す
る
支
援
制
度

の
申
請
は
「
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
」「
義
援
金
」「
復
興
基
金
事

業
」
を
残
し
、
３
月
末
で
終
了
し

ま
し
た
。
特
別
の
事
情
が
あ
る
方

は
除
か
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
４

月
か
ら
震
災
の
総
合
相
談
窓
口
を

２
階
か
ら
１
階
の
小
会
議
室
に
移

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
整
備

　

東
西
校
区
に
１
カ
所
ず
つ
、
そ

れ
に
10
戸
以
上
の
必
要
性
が
あ
る

２
地
区
を
合
わ
せ
て
４
カ
所
の
用

地
選
定
・
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
18
日
に
は
独
立
法
人
・
都
市

再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）
と

基
本
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
今
後

は
用
地
の
取
得
が
済
み
次
第
、
建

設
を
要
請
し
、
完
成
し
た
ら
町
が

一
括
し
て
買
い
取
り
、
管
理
し
て

い
き
ま
す
。
早
期
供
給
に
向
け
努

力
い
た
し
ま
す
。

　

災
害
復
興
基
金
の
活
用

　
「
被
災
宅
地
復
旧
支
援
事
業
」

は
被
災
者
の
方
が
施
工
す
る
宅
地

の
復
旧
工
事
等
で
復
興
基
金
の
条

件
に
該
当
す
る
場
合
、
５
月
８
日

か
ら
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し

て
い
ま
す
。「
農
家
自
力
復
旧
支

援
事
業
」
に
関
し
て
は
、
農
家
の

方
が
自
ら
農
地
を
復
旧
さ
れ
た
場

合
の
実
績
に
基
づ
く
申
請
と
な
り
、

既
に
受
け
付
け
を
開
始
。
以
上
の

被
災
世
帯
を
は
じ
め
、
地
域
や
団

体
等
を
対
象
と
し
た
事
業
も
含

め
、
県
の
復
興
基
金
を
活
用
す
る

こ
と
で
被
災
者
の
負
担
軽
減
を
図

り
、
生
活
再
建
の
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

買
い
物
運
動
ク
ラ
ブ

　

介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
新
し

く
「
買
い
物
運
動
ク
ラ
ブ
」
を
実

施
し
ま
す
。
自
分
で
買
い
物
に
出

掛
け
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者
を

対
象
に
週
１
回
、
送
迎
付
き
で
３

時
間
程
度
、
イ
オ
ン
熊
本
の
休
憩

コ
ー
ナ
ー
を
活
用
。
保
健
師
等
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
予
防

対
策
体
操
を
実
施
し
ま
す
。
買
い

物
弱
者
対
策
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
、

認
知
症
予
防
に
大
い
に
貢
献
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
付

　

平
成
28
年
度
は
２
７
７
３
件
、

５
７
０
９
万
８
１
３
３
円
の
心
の

こ
も
っ
た
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
福
祉
向
上
の
た
め
２
１

７
０
万
円
、
災
害
対
策
に
１
２
７

０
万
円
を
充
当
。
今
年
度
も
５
月

嘉
島
町
議
会
の

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会

末
現
在
、
２
０
７
万
８
千
円
の
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
返
礼

品
に
関
し
、
自
治
体
間
の
競
争
が

過
熱
。
総
務
省
が
制
度
に
沿
っ
た

責
任
と
良
識
あ
る
対
応
を
厳
に
徹

底
す
る
よ
う
求
め
る
な
ど
制
度
の

弊
害
も
指
摘
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、

本
町
へ
の
寄
付
が
増
え
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理

　

第
１
期
工
事
に
関
係
す
る
建
築

物
補
償
調
査
を
実
施
中
で
す
。
測

量
設
計
に
関
し
、
震
災
に
よ
る
手

直
し
作
業
を
継
続
中
。
仮
換
地
個

別
説
明
の
実
施
に
つ
い
て
内
容
を

整
理
し
、
時
期
を
調
整
中
で
す
。

　

芝
原
土
地
区
画
整
理

　

事
業
認
可
取
得
に
つ
い
て
事
務

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
事
業

認
可
取
得
後
は
審
議
会
を
立
ち
上

げ
、
仮
換
地
個
別
説
明
と
仮
換
地

指
定
へ
移
行
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
、
事
業
区
域
の
麦
刈
り
を
待
っ

て
、
粗
造
成
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

企
業
誘
致
の
現
状

　
「
金
剛
」
の
地
鎮
祭
が
３
月
30

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
敷
地
面
積

約
３
・
４
㌶
、
総
事
業
費
約
50
億

円
に
上
る
計
画
で
来
年
３
月
の
操

業
開
始
を
目
指
し
、
５
月
か
ら
造

成
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
４
月

17
日
に
は
「
倉
岡
紙
工
」
と
の
立

地
協
定
調
印
式
を
執
り
行
い
、
敷

地
面
積
約
１
・
３
㌶
、
総
事
業
費

約
10
億
円
の
工
場
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
上
仲
間
地

区
計
画
区
域
で
は
、
他
に
「
熊
本

交
通
運
輸
」「
日
新
産
業
」
の
進

出
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
復
興
計
画

　

計
画
策
定
委
員
会
の
答
申
を
受

け
、
３
月
末
に
成
案
に
至
り
ま
し

た
。
広
報
か
し
ま
４
月
号
に
概
要

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
詳
し
い
内

容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
総
合
計
画
、
地
方
創

生
に
お
け
る
総
合
戦
略
と
一
体
的

に
、
単
な
る
復
興
で
は
な
く
、
さ

ら
な
る
発
展
を
期
し
て
取
り
組
み
、

「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田

園
文
化
都
市
―
住
ん
で
良
か
っ

た
！
水
の
郷さ
と

嘉
島
」
を
目
指
し
、

皆
さ
ま
と
共
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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語
り
を
交
え
、
披
露
し
て
い
ま
し

た
。

新会長に決まった全国町村会新会長に決まった全国町村会

　

嘉
島
町
上
仲
間
、
北
甘
木
の
仮

設
団
地
な
ど
を
５
月
31
日
、
歌
手

の
実み

お愛
さ
ん
＝
鹿
児
島
・
伊
佐
市

在
住
＝
が
訪
ね
、
入
居
者
ら
と
交

歓
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

デ
ビ
ュ
ー
15
周
年
を
機
に
、
大

き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
地

震
の
被
災
者
に
「
私
の
歌
を
聴
い

て
元
気
を
出
し
て
も
ら
え
た
ら
」

と
今
回
初
め
て
慰
問
。
上
仲
間
仮

設
団
地
で
は
、
集
ま
っ
た
入
所
者

や
地
域
住
民
ら
30
人
余
り
に
持
ち

歌
や
お
な
じ
み
の
演
歌
を
軽
妙
な

　

荒
木
町
長
が
新
会
長
に
選
出
さ

れ
た
全
国
町
村
会
は
、
地
方
公
共

団
体
の
首
長
の
う
ち
全
国
７
４
４

の
町
と
１
８
３
の
村
の
ト
ッ
プ
の

集
ま
り
で
、「
地
方
６
団
体
」
の

一
角
を
占
め
て
い
ま
す
。
他
の
５

団
体
は
全
国
知
事
会
と
全
国
市
長

会
、
そ
れ
に
地
方
議
会
の
議
長
の

連
合
組
織
で
あ
る
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長

会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
で
す
。

　

中
で
も
全
国
町
村
会
は
、
住
民

に
と
っ
て
身
近
な
町
村
長
の
組
織

と
あ
っ
て
地
域
社
会
の
声
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
代
弁
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
東
京
・
千
代
田
区
の
全

国
町
村
会
館
を
拠
点
と
し
、
地
方

自
治
法
の
定
め
に
基
づ
き
、
総
務

相
を
通
じ
て
地
方
自
治
に
関
す
る

申
し
出
を
内
閣
に
対
し
て
行
う
一

方
、
国
会
に
も
意
見
書
を
提
出
す

る
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
今
回
の
会
長

選
挙
を
め
ぐ
っ
て
は
一
時
、「
全

都
道
府
県
会
長
に
よ
る
投
票
に
な

る
」
と
の
見
方
が
広
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
荒
木
町
長
は
九
州
は
じ

め
西
日
本
を
基
盤
と
し
て
固
め
る

と
と
も
に
、
東
日
本
か
ら
も
幅
広

く
支
持
を
取
り
付
け
て
い
く
選
挙

戦
を
展
開
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
、

最
終
的
に
荒
木
町
長
の
無
投
票
当

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

熊
本
県
関
係
で
全
国
町
村
会
長

を
務
め
る
の
は
小
国
町
長
だ
っ
た

河
津
寅
雄
氏
（
故
人
）
以
来
、
２

人
目
で
、「
荒
木
・
新
会
長
」
に

期
待
す
る
声
が
蒲
島
知
事
ら
各
界

か
ら
相
次
い
で
い
ま
す
。
河
津
氏

は
１
９
６
３
年
か
ら
８
期
15
年
に

わ
た
っ
て
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

荒木町長が新会長に選出された全国町村会が入る
東京・千代田区の全国町村会館

荒木町長

地
方
６
団
体
の
一
角

地
方
６
団
体
の
一
角

             
             

県
関
係
者
で
は
２
人
目

県
関
係
者
で
は
２
人
目

町内の幼保育園／町内の幼保育園／すてきなすてきな贈り物贈り物

　嘉島幼稚園や嘉島保育園、東部幼光保育園に
５月 23 日、マリオネット（人形）作家の「オ
レンジパフェ（作家名）」さん＝埼玉県在住＝
が自作のクマの人形を贈りました。
　昨年の熊本地震直後から毎月来熊し、被災地
の園児たちにプレゼントし続けています。嘉島
幼稚園ではパフェさんが約３週間掛かりで心を
込めて作った人形を操り糸で動かすと、園児た
ちは大喜びで歓声を上げていました。

クマのマリオネットに夢中の嘉島幼稚園の園児ら

仮
設
団
地
を
慰
問

仮
設
団
地
を
慰
問

　
　

歌
手
の
実
愛
さ
ん

　
　

歌
手
の
実
愛
さ
ん
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約
27
㌔
に
及
び
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
下
仲
間
地
先
の
右
岸

は
じ
め
被
害
が
大
き
か
っ
た
堤
防

の
場
合
、
地
盤
を
強
化
す
る
液
状

化
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
堤
防
を

再
構
築
。
堤
防
が
沈
下
し
た
区
間

で
も
盛
り
土
に
よ
っ
て
か
さ
上
げ
を

行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
総
事
業

　

嘉
島
町
の
災
害
対
策
会
議
、
水

防
協
議
会
の
合
同
会
合
が
６
月
13

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
災
害
時
に
出
動
す
る

費
は
約
52
億
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
木
町
長
に
復
旧
工
事
の
完
了

を
伝
え
た
同
事
務
所
で
は
「
災
害

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
梅
雨
時
か

ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
っ
て

良
か
っ
た
」
と
胸
を
な
で
お
ろ
し

て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
役
場
で
５
月
16
日
、
上

益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会
総
会

町
消
防
団
は
じ
め
、
嘱
託
員
、
交

通
指
導
員
な
ど
町
の
関
係
者
に
加

え
、
御
船
警
察
署
、
上
益
城
消
防

本
部
、
県
上
益
城
地
域
振
興
局
な

ど
の
関
係
機
関
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
関
係
団
体
の
各
代
表
者
も

列
席
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
震
災
復
旧
の
現
状

を
踏
ま
え
、「
災
害
が
い
つ
、
い

か
に
し
て
襲
っ
て
く
る
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対

応
で
き
る
万
全
の
備
え
を
と
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
関
係
団
体
、

機
関
の
連
携
強
化
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

議
事
で
は
、
福
岡
管
区
気
象
台

が
５
月
下
旬
に
発
表
し
た
熊
本
を

含
む
九
州
北
部
地
方
の
３
カ
月
予

報
（
６
〜
８
月
）
を
受
け
、
災
害

発
生
時
の
対
策
本
部
設
置
や
町
民

へ
の
情
報
伝
達
な
ど
を
定
め
た
要

綱
や
救
助
計
画
に
つ
い
て
説
明
。

水
防
計
画
書
も
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
嘉
島
町

は
じ
め
緑
川
流
域
関
連
の
復
旧
工

事
が
５
月
ま
で
に
完
了
し
ま
し
た
。

工
事
に
当
た
っ
た
国
土
交
通
省
熊

本
河
川
国
道
事
務
所
の
森
田
康
夫

所
長
ら
が
６
月
１
日
、
町
役
場
に

荒
木
町
長
を
訪
ね
、
改
め
て
報
告

し
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
に
よ
り
ま
す
と
、
緑

川
の
復
旧
工
事
区
間
（
支
流
の
加

勢
川
と
御
船
川
を
含
む
）
は
嘉
島
、

甲
佐
、
御
船
の
３
町
か
ら
熊
本
、

宇
土
の
両
市
に
ま
た
が
る
総
延
長

　

荒
木
町
長
（
中
央
）
に
説
明
す
る

　

国
交
省
職
員
ら

熊本地震

緑
川
の
復
旧
完
了

緑
川
の
復
旧
完
了

　
　
　

国
交
省
、
町
長
に
報
告
説
明

　
　
　

国
交
省
、
町
長
に
報
告
説
明

復
興
マ
ル
シ
ェ
開
催

復
興
マ
ル
シ
ェ
開
催

上
益
城
観
光
推
進
協

上
益
城
観
光
推
進
協

が
開
か
れ
、「
復
興
マ
ル
シ
ェ
」

等
を
開
催
す
る
平
成
29
年
度
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
マ
ル
シ
ェ
は
、
嘉
島
町
は
じ

め
上
益
城
郡
５
町
の
物
産
を
一
堂

に
集
め
る
試
み
。
ま
た
、
県
内
外

で
開
か
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
地

域
挙
げ
て
出
展
し
て
観
光
客
を
呼

び
込
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
。
総
会
に
は
５
町
は

じ
め
各
町
の
商
工
会
や
企
業
な
ど

の
会
員
約
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

音
響
機
器
を
導
入

音
響
機
器
を
導
入

  

上
島
老
人
ク
ラ
ブ

上
島
老
人
ク
ラ
ブ

　

嘉
島
町
上
島
の
老
人
会
「
碧
水

ク
ラ
ブ
」
が
地
元
公
民
館
に
各
種

会
議
や
会
合
に
欠
か
せ
な
い
音

響
機
器
＝
写
真
＝
を
贈
り
ま
し

た
。
日
ご
ろ
か
ら
定
例
会
な
ど
で

利
用
し
て
い
る
公
民
館
と
連
携
し
、

「
地
域
づ
く
り
に
幅
広
く
役
立
て

て
い
き
た
い
」
と
同
ク
ラ
ブ
。

　

熊
本
地
震
に
伴
っ
て
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
浄
財
を
導
入
の
費
用

に
充
て
、
６
月
９
日
の
定
例
会
で

お
披
露
目
。
画
面
モ
ニ
タ
ー
も
２

基
備
え
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
活
用
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

町
災
害
対
策
会
議
、
水
防
協
議
会
の
合
同
会
合

町災害対策会議・水防協議会町災害対策会議・水防協議会

警戒、備え万全に警戒、備え万全に
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嘉
島
町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員

会
が
５
月
29
日
、
町
役
場
で
開
か

れ
、
親
子
で
「
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
」
を
心
掛
け
る
一
方
、
壮
年

期
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
各

種
の
取
り
組
み
や
、
震
災
対
応
の

健
康
づ
く
り
な
ど
平
成
29
年
度
の

重
点
推
進
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た

＝
写
真
。

　

同
推
進
委
員
長
の
荒
木
町
長

が
新
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
が
第
一
。

地
域
に
密
着
し
た
総
合
的
な
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
研
修
会
が
開
か
れ
、

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

長
の
矢
田
部
裕
介
氏
が
「
震
災
後

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
」
と
題

し
、「
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、

ま
ず
話
を
聞
く
。
そ
れ
で
被
災
者

に
寄
り
添
い
、
地
域
で
支
え
合
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
日
ご

ろ
の
活
動
の
在
り
方
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
同
推
進
委
は

町
と
、
各
種
関
係
団
体
の
代
表
ら

21
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
鯰
の
幼
光
保
育
園
で
６

　

第
33
回
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
城
南
大
会
（
八
代
市
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）
が
５
月
13
、

14
の
両
日
、
八
代
市
総
合
体
育
館

で
開
か
れ
、
嘉
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
子
が
準
優
勝
、

同
ク
ラ
ブ
女
子
も
３
位
に
入
る
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ

は
嘉
島
町
の
小
学
生
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
練
習
を
積

ん
で
い
ま
す
。

 

「
お
に
ぎ
ら
ず
」
作
り
に
取
り
組
ん
だ

 

幼
光
保
育
園
の
保
護
者
ら

月
３
日
、
育
児
講
座
が
開
か
れ
、

集
ま
っ
た
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん

40
人
余
り
が
食
育
月
間
（
６
月
）

に
ち
な
ん
で
「
お
に
ぎ
ら
ず
」
作

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
で
「
熊
本
ふ
る
さ
と

食
の
名
人
」
の
河
原
君
代
さ
ん
ら

の
指
導
で
、
キ
ョ
ウ
リ
や
レ
タ
ス
、

焼
き
そ
ば
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
食

材
を
次
か
ら
次
に
ご
飯
と
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
。「
ノ
リ
と
ご
飯
が
あ
れ

ば
、
具
材
は
残
り
物
の
食
材
で
十

分
。
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
く
、

わ
が
家
な
ら
で
は
の
味
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
参
加
者
ら
は

納
得
顔
で
し
た
。

　

調
理
実
習
に
先
立
ち
、
子
ど
も

た
ち
の
食
育
に
関
す
る
講
話
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

食
育
テ
ー
マ

食
育
テ
ー
マ

お
に
ぎ
ら
ず

お
に
ぎ
ら
ず幼

光
保
育
園

幼
光
保
育
園

　

嘉
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ク
ラ
ブ
の

　

メ
ン
バ
ー
ら

嘉
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
・
ク
ラ
ブ

嘉
島
ミ
ニ
バ
ス
ケ
・
ク
ラ
ブ

　
　

男
子
準
優
勝

　
　

男
子
準
優
勝

　
　

女
子
も
３
位

　
　

女
子
も
３
位

　

嘉
島
町
下
六
嘉
の
下
田
勝
子
さ

ん
（
75
）
が
今
春
、
県
食
生
活
改

善
推
進
員
連
絡
協
議
会
か
ら
会
長

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
田
さ
ん
は
婦
人
会
活
動
か
ら

平
成
４
年
に
〝
食
改
さ
ん
〞
と
呼

ば
れ
る
同
推
進
員
に
就
任
し
て
以

来
、
学
校
や
地
域
で
食
育
に
取
り

組
み
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

弁
当
づ
く
り
は
食
材
の
買
い
出
し

か
ら
配
達
ま
で
「
大
変
だ
っ
た
け

ど
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と

ニ
ッ
コ
リ
。
得
意
の
漬
物
づ
く
り

は
じ
め
「
こ
れ
か
ら
も
食
改
活
動

を
続
け
ま
す
」
と
現
役
続
行
を
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。

下田 勝子さん下田 勝子さん（下六嘉）（下六嘉）

食改会長表彰食改会長表彰
地道な活動に地道な活動に

町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

　　

  
地
域
密
着
の
試
み
へ

地
域
密
着
の
試
み
へ



広報かしま 2017.7

7

☆
ひ
ん
や
り　

嘉
島
東
小
の
児
童

ら
待
望
の
プ
ー
ル
開
き
は
６
月
半

ば
。
３
、
４
年
生
の
水
泳
の
授
業

を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
入
念
な
準

備
体
操
に
続
く
水
の
事
故
を
防
ぐ

先
生
の
諸
注
意
に
、
も
う
待
ち
き

れ
な
い
と
い
っ
た
児
童
ら
。
勢
い

勇
ん
で
シ
ャ
ワ
ー
、
指
示
通
り
静

か
に
プ
ー
ル
に
入
り
は
し
た
も
の

の
、
も
う
児
童
ら
の
歓
声
が
や
む

こ
と
は
な
く
泳
い
だ
り
、
潜
っ
た

り
。
皆
思
い
思
い
に
夏
本
番
の

プ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

☆
実
り　

今
年
も
５
月
下
旬
か
ら

６
月
初
旬
に
か
け
、
巡
っ
て
来
た

「
麦
秋
」。
県
内
有
数
の
小
麦
産
地

と
し
て
知
ら
れ
る
嘉
島
町
に
と
っ

て
は
初
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
や
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
に

よ
り
ま
す
と
、
町
内
の
小
麦
作
付

け
は
今
季
５
９
５
・
５
㌶
で
昨
季

を
３
・
８
㌶
上
回
り
ま
し
た
。
昨

年
は
地
震
、
一
昨
年
も
悪
天
候
に

見
舞
わ
れ
た
だ
け
に
、
麦
刈
り
に

当
た
る
農
家
も
「
今
年
こ
そ
は
」

と
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

☆
未
来
（
？
）　

嘉
島
町
上
島
の

町
役
場
に
６
月
14
日
、
嘉
島
幼
稚

園
の
園
児
た
ち
約
60
人
が
見
学
で

や
っ
て
来
ま
し
た
。
園
か
ら
目
と

鼻
の
先
の
町
役
場
で
す
が
、
日
ご

ろ
前
を
素
通
り
す
る
だ
け
の
園
児

ら
に
「
役
場
の
役
割
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
」
と
同
幼
稚
園
。

庁
内
を
巡
っ
て
説
明
に
当
た
っ
た

町
職
員
は
「
ど
こ
ま
で
分
か
っ
て

く
れ
た
か
」
と
半
信
半
疑
な
が
ら
、

町
議
会
議
場
で
は
し
ゃ
ぐ
未
来
の

議
員
候
補
（
？
）
ら
に
〝
最
大
〞

の
敬
意
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。

やって来た！ １面の組み写真から

　

こ
れ
ま
で
玄
室
部
分
を
中
心
に

広
さ
約
２
０
４
平
方
㍍
余
り
に
限

ら
れ
た
指
定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

追
加
さ
れ
る
の
は
、
復
旧
・
復
元

の
た
め
保
護
が
必
要
で
条
件
の

整
っ
た
一
帯
約
１
４
３
０
平
方
㍍

に
及
び
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
「
県
を
通
じ
て

行
っ
て
き
た
町
の
要
望
が
実
っ
た
。

相
当
の
被
害
が
出
て
し
ま
っ
た
墳

丘
や
石
室
の
修
復
、
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

な
お
今
回
の
答
申
に
は
阿
蘇
地
域

の
草
原
や
森
林
、
農
村
な
ど
７
件

を
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
す
る

こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
答

申
は
今
秋
に
も
認
め
ら
れ
る
見
通

し
で
す
。

　

嘉
島
町
の
国
史
跡
「
井
寺
古

墳
」
に
関
す
る
指
定
範
囲
の
拡
大

が
６
月
16
日
、
国
の
文
化
審
議
会

に
よ
り
文
部
科
学
相
に
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
答
申
に
よ
り
ま
す
と
、

５
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
装
飾
古
墳
「
井
寺
古
墳
」

は
昨
年
の
地
震
で
大
き
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
後
、
復

旧
・
復
元
に
向
け
、
改
め
て
測
量

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
前
方
後
円
墳

の
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら

史
跡
指
定
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

昨
年
の
熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
国
史
跡
の
「
井
寺
古
墳
」（
写

真
上
）。
同
左
は
古
墳
の
内
部
の
様
子

井寺古墳の井寺古墳の
　指定拡大へ　指定拡大へ

文
化
審
議
会
、
文
科
相
に
答
申

復
旧
・
復
元
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◇
お
断
り　

お
問
い
合
わ
せ
先
は
各

項
目
の
末
尾
で
す
。

活
性
化
が
目
的
で
す
。

○
７
月
の
新
た
な
求
人
情
報

・
嘉
島
町
商
工
会
（
上
島
９
２
９

☎
２
３
７－

０
７
３
４
）

　
　

一
般
事
務
職
員
募
集

　

詳
し
く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.kashim

a.kum
am
oto.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
事

業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
右
記
以
外

の
現
在
募
集
中
の
求
人
情
報
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
求
人
情
報
の
掲
載

を
ご
希
望
の
事
業
所
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

消
防
設
備
士
試
験

○
試
験
の
種
類　

　

甲
種
全
類
、
乙
種
全
類

○
試
験
日　

　

第
１
回　

９
月
３
日
（
日
）

　

第
２
回　

９
月
10
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

【
書
面
申
請
】

　

７
月
20
日
（
木
）
〜
27
日
（
木
）

【
電
子
申
請
】

　

７
月
17
日
（
月
）
〜
24
日
（
月
）

○
試
験
地　

熊
本
市

　

受
験
願
書
な
ど
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
、
熊
本
県
内
消
防
本
部
、
そ
れ
に
熊

本
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保

安
課
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

　
　
　

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
３
６
４－

５
０
０
５

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

○
日
時

　

８
月
29
日
（
火
）
９
時
〜
16
時
50
分

　
　
　

30
日
（
水
）
９
時
〜
15
時

○
会
場　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
（
御
船
町
辺
田
見
１
６
９
）

○
受
講
申
し
込
み
受
け
付
け

・
期
間　

８
月
１
日（
火
）〜
21
日（
月
）

　
　
　
　

 

平
日
８
時
半
〜
17
時
、
上
益

城
消
防
本
部
予
防
課

※
会
場
の
都
合
で
先
着
70
人
。
申
込
書

は
上
益
城
、
山
都
、
蘇
陽
の
各
消
防

署
・
出
張
所
で
配
布
。
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

○
受
講
料　

　

４
０
０
０
円
（
申
請
時
に
徴
収
）

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
８
２－

１
９
５
５

障
が
い
の
あ
る
方
対
象

職
業
訓
練
受
講
生

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
科
》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

 

身
体
（
聴
覚
・
下
肢
・
内
部
）、
精↑

○試験職種および採用予定人員等

○受付期間　　平成29年７月24日（月）から
　　　　　　　　　　　８月10日（木）まで
　　　　　　　（土曜・日曜を除く）
　　　　　　　受付時間は午前８時 30 分から午後５時まで
　　　　　　　 郵送の場合は８月 10 日（木）までの消印の

あるものに限り受け付ける
○申し込み手続き　　試験申込書を持参か郵送
　　　　　　　【 試験申込書は役場総務課に請求するかホー

ムページからダウンロード可能】
○試 験 日　　１次試験：平成 29年９月 17 日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　　  ８時 30 分集合
　　　　　　　２次試験：1次試験合格者のみ 11月上旬の予定
○試 験 場　　熊本県立御船高等学校
○試験の種類　　 教養試験・専門試験・作文試験・職場適応性

検査
○申し込み・お問い合わせ先
　　〒 861-3192　上益城郡嘉島町上島 530
　　嘉島町役場総務課人事広報係　☎ 237-1112（内線 213）

区分 職種 採用予定数 受験資格 勤務先および職務内容

資格
免許職 保健師 １人程度

昭和52年４月２日以降
に生まれた者で、保健
師の資格を有する者か
つ２年以上の保健師の
実務経験を有する者

町長部局に勤務し、高
齢者および障がい者等
の保健福祉に関する相
談業務等に従事する

嘉島町職員採用試験

雇
用　

就
業　

マ
ッ
チ
ン
グ

〜
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
〜

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

　

嘉
島
町
は
、
町
内
事
業
所
の
求
人
情

報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、

新
た
な
雇
用
確
保
に
よ
る
地
域
経
済
の
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【
10
㌻
に
続
く
】

↑神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

６
人

○ 

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
通
じ
て

実
践
的
能
力
を
養
い
、
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
格

習
得
を
目
指
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

　

10
月
３
日
（
火
）
〜
12
月
27
日
（
水
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

１
万
44
円
程
度

○
訓
練
場
所　

株
式
会
社
総
合
プ
ラ
ン
ト

熊
本
市
中
央
区
神
水
１
丁
目
38
番
10
号

《
ビ
ジ
ネ
ス
技
能
資
格
取
得
科
》

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た

訓
練
（
在
職
者
訓
練
）

○
受
講
対
象
障
が
い

　

 

身
体
（
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、
精

神
、
発
達
、
難
病

○
定
員　

５
人

○ 

内
容　

企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
技
能
を
習
得
し
、
資
格
習
得

ま
で
を
目
指
す
訓
練
で
す
。
訓
練
は

月
曜
、
水
曜
に
行
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

　

10
月
２
日
（
月
）
〜
12
月
27
日
（
水
）

　

 

訓
練
は
月
曜
、
水
曜　

午
後
６
時
頃

か
ら
２
時
間
〜
３
時
間

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

６
４
８
０
円
程
度

○
訓
練
場
所　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ア
イ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
51－

３

シ
テ
ィ
ビ
ル
水
前
寺
３
Ｆ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ま
た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

あすなろ・おおくすクラブ支援員募集 !
　嘉島東小学校放課後児童育成クラブ（あすなろクラブ）、嘉島西小学校放課後児童育成
クラブ（おおくすクラブ）の支援員を募集します。
　放課後児童育成クラブとは、保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学校の児童（放
課後児童）に対し、授業の終了後に適切な遊びおよび生活の場を提供して、その健全な
育成を図ることを目的とするクラブです。

あすなろクラブ おおくすクラブ

仕事内容 学童保育の支援員として、子どもたちの健全な育成をサポートします。

募集人数 ３人程度 ３人程度

時　　給
お問い合わせください。
（有資格者は加算あり）
※交通費別途支給あり。

短期アルバイト（夏休み）：800 円
長期パート：860 円
※交通費別途支給あり。

条　　件
おおむね 70 歳くらいまでの
明るい方、子どもが好きな方。
（学生、保育経験のある方大歓迎）

明るい方、子どもが好きな方。
（学生、保育経験のある方大歓迎）

勤務期間
   ・  時間

【短期（夏休み期間）】
平成 29 年７月 21 日（金）から
平成 29 年８月 31 日（木）まで
（平日）８時～ 19 時
（２交代のシフト制で実働５時間）
【通常】
（月～土曜）14 時～ 19 時の間の
３～４時間
＊相談に応じます。

【短期（夏休み期間）】
平成 29 年７月 21 日（金）から
平成 29 年８月 31 日（木）まで
（平日）８時～19時の間の５～８時間
【通常】
（月～土曜）14時～19時の間の４時間
＊相談に応じます。

勤 務 地
嘉島町上六嘉 2067
嘉島東小学校内学童保育施設
「あすなろクラブ」

嘉島町上島 1918-1
嘉島西小学校内学童保育施設
「おおくすクラブ」

お問い合わせ先 学童保育「あすなろクラブ」
☎０８０- ２６９０- ００８６

NPOこどもサポート・みんなのおうち
☎３２１- ７００２
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【
９
㌻
か
ら
続
く
】

↑

７ 月 の 納 税 等 ８ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }③　期介護保険料
保育所利用料……………７月分
下水道使用料……………６月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年７月31日（月）

町県民税…………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }④　期介護保険料
保育所利用料……………８月分
下水道使用料……………７月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年８月31日（木）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

７月26日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

ご
存
じ
で
す
か

住
民
税
で
訂
正

　

平
成
29
年
６
月
１
日
付
で
送
付
し
て

お
り
ま
し
た
平
成
29
年
度
町
民
税
・
県

民
税
税
額
納
税
決
定
通
知
書
（
普
通
徴

収
・
年
金
特
別
徴
収
分
）
に
つ
い
て
、

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
の
よ
う

に
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

熊
本
地
震
以
後
に
嘉
島
町
へ
転
入

さ
れ
た
方
へ

　

熊
本
地
震
に
よ
り
、
り
災
判
定
が
半

壊
以
上
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
介
護
保

険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
が
減
免
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

減
免
申
請

　

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

の
保
険
料
の
減
免
措
置
が
延
長
さ
れ
ま

す
。
平
成
28
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成

29
年
度
保
険
料
の
う
ち
４
月
か
ら
９
月

分
ま
で
に
相
当
す
る
月
割
算
定
分
を
減

免
し
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
に
新
規
に
資
格
を
取
得
さ
れ
る
方

お
よ
び
損
害
の
程
度
が
４
月
１
日
以
降

に
変
更
に
な
ら
れ
た
方
（
半
壊
以
上
）

で
減
免
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
減
免

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
役

場
税
務
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、

平
成
28
年
度
に
減
免
申
請
書
を
提
出
さ

れ
減
免
と
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
の
減
免
申
請
書
の
提
出
は

不
要
で
す
。

○
申
請
期
間

　

７
月
18
日
（
火
）
〜
10
月
13
日
（
金
）

○ 

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

○ 

受
付
場
所　

役
場
税
務
課
（
必
ず
認

め
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

○ 

減
免
の
対
象
と
な
る
方
（
①
〜
⑤
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
）

① 

同
一
世
帯
の
世
帯
主
の
住
家
が
半
壊

以
上
の
被
害
を
受
け
た
方

・ 

全
壊　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
相

当
す
る
保
険
料
の
全
額
を
減
免

・
半
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊　

　

 

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
相
当
す
る
保

険
料
の
半
額
を
減
免

・
必
要
書
類
↓
り
災
証
明
書
の
写
し

②
同
一
世
帯
の
世
帯
主
が
死
亡
ま
た
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
方

・ 

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
相
当
す
る

保
険
料
の
全
額
を
減
免

・
必
要
書
類　

　

▽
死
亡
の
場
合　

戸
籍
（
除
籍
）
謄

　

本
、
死
亡
証
明
書
、
死
亡
診
断
書
等

　

▽
重
篤
な
傷
病
の
場
合　

診
断
書
、

　

入
院
証
明
書
、
障
害
手
帳
等

※
重
篤
な
傷
病
に
該
当
す
る
か
不
明
な

場
合
は
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

③
同
一
世
帯
の
世
帯
主
が
行
方
不
明

・ 

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
相
当
す
る

保
険
料
の
全
額
を
減
免

・
必
要
書
類
↓
被
災
証
明
書
等　

④
事
業
の
廃
止
や
失
業
等
で
世
帯
主
の

収
入
が
10
分
の
３
以
上
減
少
す
る
方

・ 
４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
相
当
す
る

保
険
料
の
う
ち
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
減
免

※
前
年
所
得
が
１
千
万
円
を
超
え
る
方

等
は
減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
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あ
り
ま
す
。

・
必
要
書
類　

　

 

▽
前
年
の
所
得
が
分
か
る
も
の
（
確

定
申
告
書
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票
、

所
得
証
明
書
、
年
金
支
払
い
通
知
書
、

給
与
証
明
書
、
給
与
明
細
書
等
）

　

 

▽
保
険
金
等
が
分
か
る
も
の
（
事
業

保
険
等
補
償
費
関
係
書
類
、
賠
償
金

受
給
資
格
者
証
等
）

　

 

▽
失
業
の
場
合
は
離
職
（
退
職
）
証

明
書
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等

　

 

▽
事
業
休
廃
止
の
場
合
は
公
的
機
関

へ
の
休
・
廃
業
届
出
書
の
写
し
、
事

業
主
の
事
業
休
廃
止
の
申
立
書

⑤ 

同
一
世
帯
の
世
帯
主
以
外
の
方
で
、

そ
の
行
方
が
不
明
の
方

・ 

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
相
当
す
る

保
険
料
の
全
額
を
減
免

・
必
要
書
類
↓
被
災
証
明
書
等　

○
そ
の
他

・
複
数
基
準
に
該
当
の
場
合
は
、
減
免

割
合
の
大
き
い
方
で
減
免
し
ま
す
。

・
減
免
の
決
定
に
つ
い
て
は
熊
本
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
ま

す
。
決
定
に
は
２
〜
３
カ
月
掛
か
り
ま

す
。

・
納
付
済
み
の
方
は
、
減
免
決
定
後
に

還
付
ま
た
は
期
割
額
を
減
免
し
ま
す
。

・
減
免
額
に
よ
り
、
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
が
中
止
に
な
り
、
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
へ
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
３
６
８－

６
７
７
７

　

役
場
税
務
課☎

２
３
７－

２
６
３
９

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の

状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
、
ま
た

は
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
区
町
村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
け
付

け
は
平
成
29
年
７
月
２
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
29
年
７
月
分
か
ら
平
成
30
年

６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審

査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
申
請
が
で
き

る
過
去
期
間
は
２
年
１
カ
月
前
ま
で
で

す
。

　

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も

の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未

納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
な
ど
は
一
度
、

役
場
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
熊
本
東

年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　

毎
年
、
県
内
で
は
10
人
前
後
の
尊
い

命
が
農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
事
故
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
に
よ
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
改
め

て
、
農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜
ん

で
い
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

　

農
作
業
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
事
故
防
止
の
意
識
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

家
族
や
仲
間
も
「
声
掛
け
」
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
事
故
防
止
へ
の
意
識
を
高

め
、
農
作
業
事
故
を
な
く
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－

２
６
２
９

「
森
林
を
見
直
そ
う
」

森
林
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

　

熊
本
県
で
は
県
内
の
森
林
資
源
を
最

大
限
に
利
活
用
し
た
、
林
業
の
成
長
産

業
化
の
実
現
に
向
け
、
森
林
の
面
的
ま

と
ま
り
を
確
保
し
、
低
コ
ス
ト
で
安
定

的
に
供
給
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た

め
、「
森
林
の
集
約
化
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
県

が
自
ら
森
林
を
経
営
・
管
理
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
所
有
権
の
移

転
を
行
う
た
め
の
「
あ
っ
せ
ん
」
の
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す

　
　

熊
本
県
森
林
整
備
課

☎
３
３
３－

２
４
４
１

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・
開
花

期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬
散

布
に
当
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害

を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前
に
近
く
の
養

蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
時
期
、
区
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域
な
ど
の
情
報
の
交
換
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
散
布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

平
成
29
年
度
住
民
健
診
に
つ
い
て

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

で
、
平
成
29
年
度
か
し
ま
ド
ッ
ク
を
お

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
6
月
19

日
に
日
程
の
ご
案
内
の
通
知
を
送
付
し

て
お
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
方
で
通
知
を
確
認
さ
れ
て
い
な
い
方

は
役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
8
月
27
日
（
日
）
〜
8
月
31
日

（
木
）
に
嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
す
住
民
健
診
に
お
申
し
込
み
の

方
で
、
住
所
が
変
更
に
な
り
、
郵
便
が

届
か
な
い
可
能
性
の
あ
る
方
も
事
前
に

役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係 

☎
２
３
７－

２
５
７
４

民
生
委
員
の
訪
問
に
伴
う
お
礼

　

先
に
ご
案
内
し
て
お
り
ま
し
た
「
震

災
に
伴
う
民
生
委
員
に
よ
る
訪
問
」
に

つ
い
て
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る

実
態
調
査
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
の
方

へ
震
災
後
の
生
活
の
不
安
や
心
配
事
が

な
い
か
な
ど
簡
単
な
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
ご
多
用
中
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
民
生
委
員
に
よ
る
調
査
は
６

月
末
で
い
っ
た
ん
終
了
し
ま
し
た
が
、

震
災
後
の
生
活
の
再
建
や
心
配
事
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
町
役
場
・
地
区
民
生
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

参
加
し
ま
せ
ん
か

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
６
回
日
時　

　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

農
大
を
知
り
た
い
、
農
業
体
験
を

し
て
み
た
い
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
へ

　

県
立
農
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

「
緑
の
学
園
」
を
開
催
し
ま
す
。
通
学

し
て
い
る
高
校
な
ど
を
通
じ
て
事
前
に

農
大
へ
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
な
ど
は
、
農
大
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
限

　

第
１
回　

７
月
７
日
（
金
）

　

第
２
回　

７
月
28
日
（
金
）

○
定
員　

各
回
80
人

○
提
出
先　

合
志
市
栄
２
０
８
５

　

県
立
農
大
「
緑
の
学
園
」
係

　
　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

☎
２
４
８－

１
１
８
８

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選

手
権
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

　

２
０
１
９
年
に
熊
本
で
開
催
さ
れ
る

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
大

会
の
各
種
広
報
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
な
ど
詳
し
く
は
、
熊
本
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

○
募
集
期
間　

〜
７
月
31
日
（
月
）

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

☎
３
３
３－

２
５
６
０

肝
炎
市
民
公
開
講
座

○
日
時　

７
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

○
場
所

　

同
仁
堂
ホ
ー
ル　

ス
タ
ジ
オ
ラ
イ
フ

　

４
階
ホ
ー
ル

　
（
熊
本
市
中
央
区
上
通
町
２－

７

　

☎
３
２
５－

８
１
３
１
）

○
内
容

　

 

肝
臓
専
門
医
に
よ
る
最
新
治
療
に
関

す
る
講
演
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　
　

熊
本
大
学
医
学
部
付
属
病
院

　
　

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
２－

１
３
７
１

保
育
園
の
園
庭
開
放

幼
光
保
育
園

○
日
時

７
月
20
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園

嘉
島
保
育
園

○
日
時

　

８
月
４
日
（
金
）
９
時
半
〜
11
時

○
場
所　

嘉
島
保
育
園
本
園
舎

※
当
日
は
保
育
園
で
開
催
さ
れ
て
い
る
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〇
昨
年
度
の

　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
の
概
要

　

平
成
28
年
度
（
平
成
28
年
４
月
か

ら
同
29
年
３
月
ま
で
）
の
上
益
城
５

町
に
お
け
る
相
談
総
数
は
、
前
年
度

よ
り
１
１
４
件
少
な
い
２
７
３
件
で

あ
り
、
相
談
件
数
が
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
。

　

相
談
件
数
が
減
少
し
た
理
由
は
、

　

・
震
災
と
い
う
異
常
事
態
の
発
生

　

・
震
災
後
の
相
談
室
の
周
知
不
足

　

・ 

復
興
支
援
の
無
料
相
談
会
、
専

門
家
の
相
談
会
な
ど
他
の
各
種

相
談
受
け
付
け

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
に
お
け
る
相
談
受
理
件
数

は
57
件
、
う
ち
嘉
島
町
民
に
よ
る
相

談
は
45
件
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）」

か
ら
の
電
話
相
談
や
ネ
ッ
ト
検
索
後

の
相
談
な
ど
、
相
談
方
法
も
相
談
内

容
も
多
様
化
し
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
こ
ん
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
内
容
は
、

　

・ 

震
災
関
連
で
は
、
地
盤
や
屋
根
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
契
約
問
題

　

・ 

震
災
後
に
は
ま
っ
た
占
い
サ
イ

ト
や
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
の
高
額
ギ

フ
ト
券
請
求

　

・ 

若
者
の
車
の
ロ
ー
ン
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
な
ど
の
多
重
債
務

　

・ 

シ
ニ
ア
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ

に
よ
る
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
問

題

　

・ 

身
に
覚
え
の
な
い
健
康
食
品
が

届
い
た

な
ど
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

日
頃
の
生
活
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生

活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
あ
な
た
が
！
私
が
！
み
ん
な
が
守
る
》
見
守
り
新
鮮

情
報
7
月
号

↑人
形
劇
（
孫
悟
空
）
の
見
学
可　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

　
　

嘉
島
保
育
園

☎
２
３
７－

１
０
１
６

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

無
料
の
登
記
相
談

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
倒
壊

し
た
建
物
の
登
記
に
関
す
る
相
談
、
土

地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・
贈
与
・
相
続

な
ど
の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

９
月
14
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
御
船

相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商

法
な
ど
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－
３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－
３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

７
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

８
月
23
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

　

◇
お
断
り　

お
問
い
合
わ
せ
先
は
各

項
目
の
末
尾
で
す
。
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後期高齢者医療の被保険者の方へ

「後期高齢者医療被保険者証（保険証）」の更新のお知らせ

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」の更新の手続き等のお知らせ
　■現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（だいだい色）をお持ちの方
　　平成29年７月 31日で有効期限が切れますので、新しい「限度額適用･標準負担額減額認定証」（水色）
を７月中に郵送します。８月１日からご使用ください。

　■新しく申請が必要な方
　　所得区分Ⅰ・Ⅱの方で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちでない方は、外来および入
院で受診される際に、この認定証が必要となりますので、市町村の担当窓口に申請してください。

　　　【申請に必要なもの】　○後期高齢者医療被保険者証　　○印鑑
　■入院・外来時の自己負担限度額および入院時の食事代（※８月１日から）

所得区分 入院時の食事代（１食当たり）外来
(個人単位 )

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み
所　得　者 57,600 円

80,100 円＋ (総医療費－
267,000 円 ) ×１％を加算

360 円
指定難病者の方などは、
260円の場合もあります

4回目以降 44,400 円（※ 1）

一　般
14,000 円
（年 144,000
円上限）

57,600 円

4 回目以降 44,400 円（※ 1）

区分Ⅱ
（※ 2） 8,000 円 24,600 円

過去１年で 90日までの入院　　210 円
過去１年で 91日目からの入院　160 円（※ 4）

区分Ⅰ
(※ 3） 8,000 円 15,000 円 100円

（※１）過去１年以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が 4回以上あった場合、4回目以降は 44,400 円となります。
（※２）区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）。
（※３）区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 80 万

円として計算 ) を差し引いたときに 0円となる方。
（※４）過去１年以内の入院日数が 90 日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が 160 円になります。

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎ 237-2574

　現在お持ちの保険証（だいだい色）の有効期限は、平成 29 年７月 31 日までとなっています。
　新しい保険証（水色）は、７月中に簡易書留で郵送いたしますので、平成 29 年８月１日からは新しい
保険証（水色）をお使いください。新しい保険証（水色）に記載してある一部負担金の割合は、平成 29
年度の市町村民税の課税所得をもとに判定しています。
　なお、現在お持ちの保険証（だいだい色）は平成 29 年８月１日以降に、嘉島町役場町民課へお返しく
ださい。
【一部負担金の割合】

同一世帯の後期高齢者医療被保険者のうち、市町
村民税の課税所得が145万円以上ある方がいる世
帯の被保険者

一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）３ 割

上記条件に該当しない世帯の被保険者 一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）１ 割

※ 新しい保険証の裏面に臓器提供意思表示ができますので、臓器提供の意思表示をする際は、ボールペ
ンで記入してください。なお、個人情報保護のためのシールを担当窓口に用意しておりますので、詳
しくは嘉島町役場町民課へお問い合わせください。
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ごみ処理施設（リサイクル施設・最終処分場含む）・し尿処理施設
益城町・嘉島町・西原村・御船町・甲佐町・山都町

建設候補地を募集します
　現在、嘉島町では、ごみ処理を「益城、嘉島、西原環境衛生施設組合」で、し尿処理を「御船地
区衛生施設組合」にて行っておりますが、各施設の老朽化に加え、熊本地震による被害により、今
後、予期せぬ故障の発生、耐用度の低下および補修費の増加が懸念される状況にあります。
　そのため６町村では、広域での協議会を設立し、各施設を一体的に整備することを目標に、より
効率的な処理を行うため、新しいごみ・し尿処理施設を建設することとしました。
　候補地選定にあたりましては、住民の皆さまのご理解とご協力が大変重要であると考えています。
　そこで、このたび、建設候補地について公募することにいたしました。
　どうぞ、積極的なご応募をお待ちしております。

　応募できる地域は、益城町、嘉島町、西原村、御船町、甲佐町および山都町の行政区域内で、
ごみ・し尿処理施設建設用地にふさわしい場所として、次の条件に適合していることとします。

〈必須条件〉
① 用地面積については、おおむね5.5万㎡を基本とする。ただし、土地の特性によっては、おおむ
ね３万～5.5万㎡とする。
※必要な用地面積については、候補地の地形や周辺の状況により、増減する場合があります。

②区長および代表者による応募であること。

〈好ましい条件〉
① 土地利用上の法規制がない、または規制解除が容易なこと。
② 幹線道路に近く、搬入路が確保できること。
③ 水道・電気などの引き込みが容易なこと。
④ 土地の形状・地質が整備に適していること。
⑤ 収集運搬の効率に優れていること。

応募条件

役場建設課　☎ 237-2619

お問い合せ先

　応募は、候補地の地元区長および代表者での応募となります。なお、候補地が複数の地区にまた
がる場合には、連名による応募でお願いします。
※ 建設用地については、何よりも住民の皆さまのご理解とご協力のもとに決定することが重要です。応募をいた
だく際には、地元の意向確認をさせていただきます。

応募方法

応 募 期 間 ～平成29年９月29日（金）まで
　　　※土、日、祝日を除く　８時30分～ 17時00分

必 要 書 類 （１）応募申請書　（２）候補地位置図　（３）土地権利者関係一覧表

応 募 先 嘉島町役場　建設課

災害廃棄物仮置き場の閉鎖について
　仮置き場（浮島周辺水辺公園北側）の災害廃棄物の受け入れは、８月31日（木）で終了します。
あらかじめご了承ください。 役場建設課　☎237-2619
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎
交
通
事
故
〜
け
が
の
な
い
物
損
事

故
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
人
身
事
故
の
発
生
は
前

年
と
比
べ
て
も
増
え
て
い
ま
す
。

◎
刑
法
犯
〜
夏
休
み
に
入
る
と
、
万

引
き
や
乗
り
物
盗
な
ど
の
発
生
が
増

加
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
非
行
に

走
ら
な
い
よ
う
に
見
守
り
活
動
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 29 年 5 月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.5 7 59 0 0 1 2 0 1

H29 累計 28 298 0 0 14 6 1 4

前年比 +2 -7 -4 -1 +1 +3 +1 +1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.5 15 183 1 0 6 4 0 2

H29 累計 91 922 2 0 24 8 2 9

前年比 +20 -44 -12 -1 +6 -2 +2 +2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

こんな言葉に要注意！
『還付金があるのでATMに行って』は詐欺!!

『必ずもうかる』『あなただけ特別』は詐欺!!

『名義を貸してほしい』は詐欺!!

突然息子から『金貸して』は詐欺!!

『●●署ですが、あなたの口座が狙われて居ます』
は詐欺!!

振り込め詐欺相談ホットライン
☎ ０９６－３８１－２５６７

電話でうまい話があるはずがない！電話でうまい話があるはずがない！
　電話の相手を信用して、多額の現金をだまし取られている
人が増えています。
　被害のほとんどは、『自分は大丈夫』と思っている人です。
　お金を送る前に、必ず家族や警察に相談してください。

相談窓口
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写真は左から司会の大田黒浩一さん、ゲストの堀内はるなさん、「もっこすファイヤー」のご両人

　

８
月
５
日
（
土
）
開
催
の
「
か
し
ま

水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
２
０
１
７
」

の
進
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

町
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
よ
り
ま

す
と
、
今
夏
は
お
笑
い
の
「
も
っ
こ

す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
と
若
手
の
演
歌
歌

手
、
堀
内
は
る
な
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
総
合
司
会
を
務
め
る
の
は
お
な
じ

み
の
タ
レ
ン
ト
、
大
田
黒
浩
一
さ
ん
で

す
。
震
災
か
ら
完
全
復
旧
し
た
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
直
送
の
「
ザ
・
プ
レ

ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」
を
提
供
す
る
コ
ー

ナ
ー
も
登
場
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
は
午
後
５
時
半
に
幕
を
開
け
、

呼
び
物
の
打
ち
上
げ
花
火
３
千
発
の
開

始
は
午
後
８
時
の
見
込
み
で
す
。

※
荒
天
な
ど
に
よ
る
中
止
の
場
合
、
８
月
18
日

（
金
曜
）
午
後
８
時
か
ら
花
火
打
ち
上
げ
の
み
開
催
。

８
月
５
日　

８
月
５
日　

1717
時時
3030
分　

開
幕

分　

開
幕

も
っ
こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー

も
っ
こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー

堀
内
は
る
な

堀
内
は
る
な
さ
ん
さ
ん　

ゲ
ス
ト
に

　

ゲ
ス
ト
に

〇 

会
場
は
昨
年
と
同
様
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
の
南
側
駐
車
場
で

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

地
震
の
影
響
で
駐
車
場
が
縮
小

さ
れ
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

る
か
、
公
共
交
通
機
関
で
。

○ 

車
で
ご
来
場
の
際
、
会
場
周
辺

の
商
業
施
設
等
へ
の
迷
惑
駐
車

や
路
上
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ

い
。

○ 

近
く
を
車
で
通
行
さ
れ
る
と
き

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
花
火

見
物
の
路
上
駐
車
は
交
通
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。

○ 

花
火
打
ち
上
げ
の
際
、
風
向
き

に
よ
っ
て
は
、
花
火
の
ご
み
が

落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

花
火
会
場
周
辺
の
国
道
２
６
６

号
や
県
道
熊
本
嘉
島
線
は
特
に

安
全
確
保
が
必
要
で
す
。
駆
け

上
が
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○ 

一
帯
は
大
型
車
の
通
行
も
多
く

危
険
で
す
の
で
、
路
側
帯
か
ら

は
見
物
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○ 

夕
方
は
ま
だ
地
面
に
熱
が
残
っ

て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
シ
ー
ト

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

<

会
場>

嘉島町役場→

17：30　開幕

17：35　実行委員長の荒木町長あいさつ

17：40　かしま太鼓ステージ

18：00　嘉島町消防音楽隊ステージ

18：20　嘉島中学校吹奏楽部ステージ

18：45　Ｂ-fitスポーツクラブダンスショー

19：05　「堀内はるな」ライブ

19：30　「もっこすファイアー」ライブ

20：00　花火大会

20：30　閉幕

予定プログラム
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　嘉島町人権教育推進協議会は６月
15 日、町民会館で平成 29 年度総会
を開き、12 月９日に「人権を考え
る町民の集い」を開催することなど
盛り込んだ事業計画を決めました。
　根強く残る差別やいじめ、さらに
はさまざまに指摘される格差の問題
など踏まえ、同推進協会長の髙野隆
教育長が「誰もが心豊かに安心して
暮らしていける嘉島町を目指し、町
民一人ひとりの人権意識を高めてい

きましょう」と呼び掛けました。
　今年 13 回目の開催となる「町民
の集い」では小中学生の人権作文、
合唱などの発表と町外からゲスト講
師を招いた講演会を予定。同推進協
は人権擁護委員や学校関係者をはじ
め町議会や区長会、老人会、商工
会など町内各種団体を網羅した組
織。社会教育、学校教育、就学前教
育、進路保障の４部会がそれぞれ研
修、研究活動に取り組んでいます。

12 月９日に「人権の集い」

嘉島町総合運動公園
各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

7

15 土 高円宮杯U-18 サッカーリーグプリンスリーグ九州 競技場 ９：００～ 九州サッカー協会
17 月 2017第 21回九州クラブユース（U-18）サッカー大会 競技場 17：00～ 九州サッカー協会　29日も開催
21 金 第 19回プーマ杯熊本未来サマーフェスティバル 競技場 ９：００～ 熊本サッカー協会　22・23日も開催
23 日 第 7回エンペラーカップ軟式野球トーナメント戦 野球場 ９：００～ ㈱上野商事　30日も開催
25 火 第 33回熊本未来サマーサッカーフェスティバル 競技場 ９：００～ 熊本県サッカー協会　26日も開催
30 日 2017第 8回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：００～ 九州サッカー協会

8

1 火 2017球蹴男児U-16 リーグ 競技場 ９：００～ 球蹴男児U-16 リーグ実行委員会2日も開催

3 木 2017九州・山口ブロックリーグU-18 競技場 ９：００～ 九州・山口ブロックリーグ組織委員会4日も開催
4 金 2017第 21回九州クラブユース（U-18）サッカー 競技場 17：00～ 九州サッカー協会　5日も開催
5 土 熊本県農業関係高等学校サッカー大会 競技場 ９：００～ 熊本県農業関係高等学校校長会
6 日 第 7回エンペラーカップ軟式野球トーナメント戦 野球場 ９：００～ ㈱上野商事　27日も開催
6 日 第 45回 KYUリーグ 競技場 ９：００～ 九州サッカー協会　27日も開催
12 土 ミズノカップU-18IN 熊本 2017 競技場 ９：００～ ミズノ株式会社　13・14日も開催
19 土 熊本市高校 1年生サッカーリーグ大会 競技場 ９：００～ 熊本県サッカー協会
20 日 ALFIOカップサッカー大会 競技場 ９：００～ アルフィーオ熊本
26 土 高円宮杯U-18 サッカーリーグプリンスリーグ九州 競技場 ９：００～ 九州サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先　：　教育委員会　☎ 237－ 0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫ 9：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室 1室、多目的室 1室、男女更衣室、男女トイレ

平成29年 6月 21日現在

嘉島町人権教育
推進協議会

全
施
設
を
一
般
開
放

全
施
設
を
一
般
開
放    

町
総
合
運
動
公
園

　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
は
昨
年
の
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
復
旧
工
事
が
終
わ
り
、
こ

れ
ま
で
に
全
て
の
施
設
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
開

放
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
教
育
委
員
会
☎
２
３
７

－

０
０
５
８
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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わ
た
し
の
お
す
す
め
の
本
は

「
じ
っ
ぽ
」
で
す
。
小
学
３
年
生

の
太
ろ
う
は
学
校
か
ら
の
帰
り
道
、

小
さ
な
カ
ッ
パ
を
見
つ
け
、
家
に

帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
じ
っ
ぽ

と
い
う
名
前
を
つ
け
ま
す
。
ど
ん

ど
ん
、
じ
っ
ぽ
と
い
っ
し
ょ
に
、

い
ろ
い
ろ
お
こ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
に

…
。
そ
れ
か
ら
じ
っ
ぽ
と
お
わ
か

れ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
づ
き
は

と
し
ょ
か
ん
に
行
っ
て
、
か
り
て

み
て
く
だ
さ
い
。

「
じ
っ
ぽ　
ま
い
ご
の
か
っ
ぱ
は
く
い
し
ん
ぼ
う

」

た
つ
み
や　

章

あ
か
ね
書
房

嘉島西小学校３年

安藤　好美さん

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

《
７
〜
８
月
の
休
館
日
》

　

７
月
18
、
24
、
31
日

　

８
月
７
、
14
、
21
、
28
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

　

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
閲
覧
、
学
習
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

☆ 本の寄贈、ありがとうござい
ました。
　西郷　欣哉様（鯰）
　岩永　順子様（上島）

嘉  島  町  民  会  館

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所と名前が分かるものを提示、利用カードを
作ってご利用ください。
　ただし、図書の貸し出しと返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借り
た本を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
光
 三浦　しをん
プラージュ
 誉田　哲也
海辺のカフカ（上）（下）
 村上　春樹
十代のための新名作
きみがみつける物語・こわ～い話　編
 赤川次郎　江戸川乱歩　乙一他
天国ポスト
もう会えないあの人に想いを届けます。
 寺井広樹×志茂田景樹　監修
鍵をかけないケア
グループホームさわやかテラスの取り組み
 山城　裕美
くまもとのうまかもんレシピ
熊本の特産品＆土産物ガイド付き
 東京熊本県人会　協力
親子で楽しむ　アウトドア料理
 　太田　潤
忍びの国
 　和田　竜
るるぶ　Ｄｏ！
基本のすべてがわかる　キャンプと焚き火

ありとすいか
 たむらしげる
ひまわり
 荒井真紀　文・絵
もくもくやかん
 かがくいひろし
お化け屋敷へようこそ
 　　　川端　誠
ピーターのいす
 Ｅ＝ジャック＝キーツ　さく
 きじま　はじめ　やく
トラのじゅうたんになりたかったトラ
 ジェラルド・ローズ　文・絵
 ふしみ　みさを　訳
くまのベアールとちいさなタタン
うみへいこうよ！
 原　京子　さく　はたこうしろう　え
まほうのじどうはんばいき
 やまだともこ・作　いとうみき・絵
ワーズハウスへようこそ
ついつい間違えてしまう日本語
 　　　　篠崎晃一　監修
読めばわかる！日本地理
 竹林和彦・監修　朝日小学生新聞・編著

　熊本地震の影響で、ホール「アクア」とリハーサル室だけを条件付きで部分開放しています。ホール
の音響反射板や会議室などは利用できません。詳しくはお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237－ 0058

　

 

環
境
美
化
を
呼
び
掛
け
る

　

 

滝
河
原
女
性
部
の
役
員
ら

　

滝
河
原
女
性
部
（
本
田
悦

子
部
長
）
の
役
員
ら
12
人
が

６
月
３
日
、「
美
し
い
町
づ

く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
呼
び
掛
け
る
手
作
り

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
日

ご
ろ
か
ら
、
た
ば
こ
の
ポ
イ

捨
て
や
犬
の
ふ
ん
が
多
い
た

め
、
話
し
合
っ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
製
材
所
か
ら
木
材

を
譲
り
受
け
、
丁
寧
に
色
づ

け
す
る
な
ど
上
々
の
出
来
栄

え
。
副
部
長
の
中
瀨
良
子
さ

ん
は
「
こ
の
看
板
が
少
し
で

も
環
境
美
化
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

環
境
美
化
の

環
境
美
化
の

看
板
手
作
り

看
板
手
作
り

滝
河
原
女
性
部
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その302〕

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

「
高
齢
者
の
人
権
」　

　

社
会
に
と
っ
て
大
切
な
宝

○
「
高
齢
者
は
こ
う
あ
る
べ
き
…
」

と
決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

高
齢
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

高
齢
で
あ
っ
て
も
、
働
い
た
り
地

域
活
動
な
ど
に
参
加
し
た
り
す
る

方
も
多
く
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

価
値
観
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
高
齢

者
に
対
す
る
決
め
つ
け
た
考
え
方

や
接
し
方
は
、
差
別
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
養
護
者
や
養
介
護
施
設

従
事
者
な
ど
に
よ
る
高
齢
者
へ
の

身
体
的
・
精
神
的
な
虐
待
や
高
齢

者
の
有
す
る
財
産
権
の
侵
害
な
ど

の
問
題
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
る
衰
え
は
、
誰
も
が

避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た

高
齢
者
を
疎
外
し
た
り
、
蔑
視
し

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
誰
も
が

最
後
ま
で
人
と
し
て
の
尊
厳
を
全

う
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方

や
考
え
方
が
尊
重
さ
れ
る
家
庭
、

地
域
、
職
場
な
ど
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
認
知
症
に
対
す
る
誤
っ
た
理
解

や
偏
見

　

認
知
症
は
、
脳
の
病
気
が
原
因

で
起
こ
り
ま
す
。
記
憶
障
が
い
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
ま
す

が
、｢

何
も
わ
か
ら
な
く
な
る｣

｢
何
も
で
き
な
く
な
る｣

と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
や

苦
し
み
を
最
も
感
じ
て
い
る
の
は

本
人
で
あ
り
、
本
人
の
尊
厳
が
守

ら
れ
、
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

の
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

・
高
齢
者
虐
待

　

身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、

経
済
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
介

護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ

レ
ク
ト
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
犯
罪
被
害
、
消
費
者
被
害
な
ど

　

振
り
込
め
詐
欺
は
じ
め
悪
徳
商

法
の
被
害
、
財
産
管
理
上
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
多
種
多
様
な
犯
罪
や
消

費
者
被
害
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
で
は
▼｢

長
寿
・
安

心
・
く
ま
も
と
プ
ラ
ン｣

の
策
定

▼
認
知
症
対
策
の
推
進 ―

 

を
進

め
て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

　

企
業
は
、
企
業
活
動
を
展
開
す

る
な
か
で
、
私
た
ち
の
生
活
や
環

境
を
破
壊
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
社
会
の
一

員
と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
重
大
な
社
会

問
題
で
あ
る
同
和
問
題
の
解
決
に

向
け
た
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

〈
公
正
な
適
正
採
用
選
考
〉

　

就
職
は
、
人
に
と
っ
て
、
生
活

の
安
定
を
確
保
し
、
社
会
の
中
で

の
自
分
の
役
割
を
築
い
て
、
自
己

実
現
を
図
り
、
豊
か
で
人
間
ら
し

い
生
活
を
営
む
た
め
に
極
め
て
重

大
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
す
。

　

わ
が
国
の
憲
法
に
お
い
て
、
職

業
選
択
の
自
由
を
、
基
本
的
人
権

の
一
つ
と
し
て
全
て
の
国
民
に
保

障
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な

趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

職
業
選
択
の
自
由
、
す
な
わ
ち

職
業
の
機
会
均
等
と
は
、
誰
で
も

自
由
に
自
分
の
適
性
や
能
力
に
応

じ
て
職
業
を
選
べ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
雇
用

す
る
側
が
正
し
い
採
用
選
考
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

採
用
後
の
人
事
管
理
に
つ
い
て
も

正
し
く
行
わ
れ
な
い
と
、
実
質
的

に
職
業
選
択
の
自
由
が
保
障
さ
れ

た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、「
熊
本
県
部
落
差
別

事
象
の
発
生
の
防
止
お
よ
び
調
査

の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
、
就
職
の
際
に
引
き
起
こ
さ
れ

る
部
落
差
別
事
象
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
、
県
民
や
事
業
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
し
、
身
元
調
査
を
規
制

し
て
い
ま
す
。

〈
職
場
内
研
修
〉

　

企
業
と
私
た
ち
は
、
単
に
経
済

的
な
面
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活

や
精
神
面
で
極
め
て
強
く
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
常

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
職
場
内

の
人
々
が
、
お
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
、
自
由
と
平
等
の
正
し
い
認

識
に
立
っ
た
、
明
る
く
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
を
つ
く
り
だ
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

●
募
集
・
応
募
要
項

　

誰
に
と
っ
て
も
、
職
業
に
就
く

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
の

際
に
応
募
者
の
能
力
や
適
性
と
関

係
の
な
い
こ
と
や
、
応
募
者
に
責

任
の
な
い
こ
と
、
本
来
自
由
で
あ

る
べ
き
こ
と
が
採
用
選
考
の
判
断

資
料
と
し
て
使
わ
れ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
身
元
調
査
の
不
当
性

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

面
接
や
応
募
書
類
に
つ
い
て
も
注

意
が
必
要
で
す
。

　

以
前
は
、
応
募
書
類
の
欄
に
も
、

本
籍
地
を
は
じ
め
血
液
型
や
第
何

子
か
、
さ
ら
に
は
財
産
（
土
地
、

家
は
所
有
か
）
の
有
無
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。

　

同
和
問
題
に
取
り
組
む
中
で
、

こ
れ
ら
の
欄
が
削
除
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
か

ら
は
、「
全
国
高
等
学
校
統
一
用

紙
」
の
中
か
ら
保
護
者
欄
も
削
除

さ
れ
ま
し
た
。
本
人
の
能
力
や
適

性
に
関
係
の
な
い
こ
と
に
基
づ
い

て
採
用
選
考
を
行
う
こ
と
は
、
就

職
の
機
会
均
等
に
反
す
る
こ
と
で

す
。（

熊
本
県
人
権
啓
発
資
料
よ
り
）

「
同
和
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
」

企
業
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
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Why do you like Japan?
　It's been almost one year since I started living in Japan. 
Having said that, I was still surprised at how many 
school events there were this term. In May, I attended 
Kashima West Elementary's Sports Day, and there I 
thought of another reason I like Japan.
　When I am asked why I like Japan, the reason I often 
give is that Japan is a beautiful country with delicious 
food. But when I talk to people, I always want to go 
deeper than that. However, I don't want to take up 
people's time, and I am also still not very good at impromptu 
conversation. I want to tell you a reason that is a little bit 
closer to my heart here.
　Canada is a lovely country. However, every country 
has its bad points. I grew up in a suburb not far from 
downtown Toronto. Although it is a city, there is surprisingly
not a lot to do. As a result, many teenagers often fool 
around with  alcohol. In fact, I have close friends and family 
members who whiled away their hours doing just that.
　Going to Kashima's schools, I saw that teachers not only 
teach lessons, but also plan school events, club activities, 
cleaning, coordinate morning greetings, give advice to 
students, do family visits and even pursue research in their 
own fields. I thought this was very strange, and at first I 
was even inclined to be critical of it.
　What I realized during Sports Day was that the lifestyles 
of the young people of Kashima are quite different from 
those of Canada. In Canada, it is unthinkable to go to 
school on a weekend. However in Japan, though clubs 
and events you can find an environment where all students, 

regardless of socioeconomic background can participate equally. In that environment, the students of 
Kashima are happy and active, and I think it is really amazing.
　I really love that Japan is a country that can do this. I wholeheartedly support Kashima's teachers, 
who are allowing children to enjoy their childhood and at the same time shaping them into responsible 
adults. You are really doing amazing work. Please keep on fighting for all of us！

日本のどんなところが好き？
　もうすぐ来日して１年が経過しようとしています。
とは言っても、１学期の行事の数を振り返ると驚きで
した。５月に嘉島西小の運動会にも参加させていただ
き、改めて日本が好きな理由を考えさせられました。
　なぜ日本が好きかと聞かれた時に一番に出てくる理
由は、日本が美しい国であって、食べ物がおいしいか
らです。もっといろいろ深く話をしてみたいと思うの
ですが、相手の時間を奪いたくなくて即興での会話も、
まだ得意じゃないです。今回は、一番自分の心に思っ
ている理由を、皆さんにお話ししたいと思います。
　カナダはすてきな国です。どこの国でも、良くない
面があると思います。私は、トロントの中心部から
ちょっと離れた郊外で育ちました。都会ですが、意
外と時間に余裕があるので、10 代の若い人たちでも、
お酒を飲んだりして気を紛らわしていた人がたくさん
いました。
　嘉島町の学校に勤務するようになって、学校の先生

方が授業を進めるだけではなく、行事、部活、掃除、
委員会、あいさつ運動、生徒指導、家庭訪問、自分た
ちの授業研究などたくさん取り組んでいるのを見て、
非常に不思議に思ってしまい、最初は批判的に考える
傾向もあったりしました。
　しかし、運動会に参加して気づいたのは、嘉島町の
若い人たちの生活は、カナダとかなり違うということ
です。カナダだと土日に学校に行くというのは、まず
考えられません。日本の学校には、部活や学校行事へ
皆が平等に参加できるような環境づくりがあります。
その環境の中で、嘉島町の子どもたちが元気でアク
ティブに過ごしていることはすてきだと思います。
　私は、このようなことができる日本が大好きです。
子ども時代を楽しませながら、成長のサポートをしっ
かり行っている嘉島町の先生方を心から応援していま
す。本当にお疲れさまです。そして、これからも頑
張ってください！　　　　　　　　　（6月 16日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

嘉島西小の運動会から。児童も先生も学校
挙げて取り組んだ
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有賀　寧々さん
（嘉島西小学校４年）

「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」

田
上　

琉
衣
さ
ん
（
嘉
島
東
小
学
校
３
年
）

宮
田　

フ
ミ
コ
さ
ん
（
上
島
）

我
が
部
屋
に
夫
の
肖
像
画
飾
ら
れ
て
朝
な
夕
な
に
微
笑
み
て
お
り 

大
塚
シ
ズ
子

命
日
に
更
地
の
庭
に
咲
い
た
藤
母
の
名
は
藤
母
好
き
な
花 

川
原　

涼
子

靴
の
紐
き
つ
く
結
ん
で
背
を
伸
ば
し
さ
あ
出
掛
け
よ
う
朝
露
ふ
ん
で 

北
澤
喜
美
子 

雨
傘
の
乾
く
間
も
な
く
降
る
雨
に
花
す
お
う
の
色
薄
く
な
り
ゆ
く 

工
藤　

明
子

望
月
の
余
韻
残
し
て
西
空
に
し
ず
か
に
浮
か
ぶ
月
色
の
月 

栗
﨑　

房
子

見
ー
つ
け
た
土
手
に
点
点
蕗
の
と
う
四
っ
ん
這
い
に
て
五
・
六
個
を
穫
る 

栗
﨑　

廉
子

青
空
は
抜
け
て
雲ひ

ば
り雀

の
声
ひ
び
く
熟
れ
た
る
麦
の
畑
ひ
ろ
が
る 

境　
　

益
代

つ
ぼ
み
持
つ
百
日
草
を
残
し
つ
つ
庭
の
草
引
く
両
膝
つ
き
て 

津
出
ト
ヨ
子

年
金
日
の
福
引
き
当
る
一
等
賞
夫
に
無
用
の
ハ
ミ
ガ
キ
セ
ッ
ト 

冨
永　

照
代

震
災
の
後
を
更
地
の
増
え
て
き
て
遠
く
の
家
の
夕
あ
か
り
見
ゆ 

橋
本
ユ
キ
子

パ
ン
焼
き
の
セ
ッ
ト
し
く
じ
る
こ
の
頃
の
わ
れ
は
ね
じ
で
も
外
れ
い
る
ら
し 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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高
校
総
体
か
ら
中
体
連
へ
―
中
高
生
ア
ス
リ
ー
ト
た

ち
の
熱
戦
が
相
次
ぎ
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
声
援
も

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
っ
放
し
で
し
ょ
う
か
。
勝
っ
て
も
負

け
て
も
、
青
春
時
代
の
汗
と
涙
の
ド
ラ
マ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
彩
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

体
育
系
の
み
な
ら
ず
、
文
化
系
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に

励
む
中
高
生
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
同
様
、
私
も
今
回
、
全

国
町
村
会
長
選
挙
に
挑
み
ま
し
た
。
わ
が
ふ
る
さ
と
嘉

島
町
を
は
じ
め
全
国
津
々
浦
々
、
地
域
の
実
情
を
国
政

の
場
に
伝
え
て
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
豊
か
な
町
づ

く
り
、
村
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め
で
す
。

　

嘉
島
を
「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
に
」
と
願

う
皆
さ
ん
の
負
託
こ
そ
、
そ
の
原
動
力
。
全
国
会
長
と

し
て
、
従
来
の
副
会
長
時
代
よ
り
以
上
に
各
地
を
飛
び

回
り
、
地
方
の
声
を
拾
い
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
頂
く
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
持
に
よ
っ
て
さ
ら

に
精
進
し
続
け
る
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
30
日
）

意

輪

６月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・ 地域ささえあいセンター嘱託職員委嘱状交付式
 ・庁内常会　・国土交通省来庁応対
 ・「電波の日・情報通信月間」記念式典
 ・熊本県環境整備事業団理事会
２日 ・九州中央自動車道建設促進期成会総会
 ・熊本県緑化推進委員会総会
 ・天然プール協議会総会
５日 ・課長会議　・町議会定例会
 ・熊本県社会福祉協議会理事会
 ・自民党県連定期大会　
６日 ・日本赤十字社熊本県支部評議員会
 ・熊本県町村会評議員会
７日 ・非常勤職員辞令交付　・町議会定例会
 ・ 九州地区遊技業組合連合会総会および寄付

金贈呈式　
９日 ・やな開き
12日 ・国保中央会理事会
13日 ・課長会議
 ・熊本建設技術センター評議員会
 ・嘉島町災害対策会議
 ・松前重義記念館運営委員会
14日 ・水土里ネットくまもと総会
 ・熊本県市町村社会福祉協議会連合会理事会
 ・熊本県農業信用基金協会役員推薦会議
15日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対　
 ・ NHK新熊本放送会館オープニング記念式

典、祝賀会　
 ・全国町村会九州地区会長会
 ・ 「町村の振興を考える会」との意見交換懇

談会
16日 ・全国町村会正副会長会
 ・全国自治協会理事会
 ・全国町村会理事会、政務調査会
22日 ・課長会議
 ・熊本県建設技術センター来庁応対
 ・熊本県副知事来庁応対
 ・熊本県共同募金会来庁応対
 ・嘉島町社会福祉協議会評議員会、理事会
 ・熊本県社会福祉協議会理事会
23日 ・熊本県共同募金会評議員会、理事会
 ・ ロアッソ熊本〝火の国もりあげタイ〟来庁

応対
 ・熊本県市町村職員共済組合理事会、組合会
25日 ・ 白川・緑川直轄河川災害復旧工事の現地視

察、完了報告会
 ・住永氏出版記念祝賀会
26日 ・農業農村整備の集い
27日 ・国会議員要望活動
 ・ 熊本地震からの復旧復興に向けた現地意見

交換会
28日 ・課長会議
 ・国民政治協会熊本県支部役員会
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・平成29年度町教職員研修
29日 ・国保中央会臨時理事会、定期総会
30日 ・長期派遣職員辞令交付　・年金者連盟総会
 ・熊本県農業信用基金協会総会、理事会
 ・社会を明るくする運動実施委員会
 ・嘉島町進出企業連絡協議会総会

全国町村会の新会長に決まり、町職員から祝福を
受ける荒木町長（手前左）

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香

典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
林　

三
喜
男　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

カ
ヲ
ル　

様

　

中
津　

和
子　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

高
原　

芳
夫　

様

　

工
藤　

司　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

サ
チ
子　

様

震
災
相
談
窓
口

　

昨
年
の
熊
本
地
震
に
伴
う

各
種
相
談
に
応
じ
る
総
合
窓

口
を
町
役
場
１
階
の
小
会
議

室
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

米
光　

邦
子　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

修　

様

　

永
井　

二
美
子　

様（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

典
昭　

様

　

新
留　

芳
子　

様（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

亡　

下
田　

民
子　

様

　
　
　

平
成
29
年
６
月
20
日
現
在
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嘉島町の人口
平成29年 6 月30日現在

（前月比）

人   口 9,186 人　

　男　　 4,452 人　

　女　　 4,734 人

世帯数　 3,410 世帯　（＋ 12）

　

今
年
の
夏
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

に
初
挑
戦
。
庭
先
に
ゴ
ー
ヤ
ー
を
植

え
て
、
日
差
し
を
さ
え
ぎ
る
た
め
で

す
。
近
所
の
方
か
ら
、「
な
〜
ん
に

も
し
な
い
で
い
い
か
ら
」
と
言
っ
て

勧
め
ら
れ
、
本
当
に
何
に
も
し
な
い

で
い
る
と
大
変
な
こ
と
に
。
こ
れ
は

ま
ず
い
と
心
を
入
れ
替
え
て
毎
日
、

水
や
り
と
肥
料
を
与
え
て
育
て
る
と
、

大
き
な
ゴ
ー
ヤ
ー
が
た
く
さ
ん
実
り
、

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夏
本
番
。
暑
さ
に
ま
け
ず
に
毎
日

を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。　
　
（
宮
）

　

嘉
島
町
上
島
の
石
坂
魁
さ
ん

（
85
）
方
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
今

年
も
見
事
に
咲
き
そ
ろ
い
、
さ
な

が
ら
青
や
紫
、
白
な
ど
鮮
や
か
な

〝
色
の
競
演
〞
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
四
、
五
年
前
か
ら
農
業
の
傍

ら
、
畑
で
栽
培
し
て
い
る
魁
さ
ん

の
体
調
を
気
遣
う
妻
の
京
子
さ
ん

（
78
）
も
、
５
月
末
か
ら
咲
き
だ

し
た
花
が
６
月
初
め
、
満
開
の
見

ご
ろ
を
迎
え
て
「
丹
精
込
め
た
分
、

か
わ
い
く
て
仕
方
な
い
み
た
い
で

す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
た
だ
「
年
々

手
入
れ
が
行
き
届
か
な
く
な
る
」

と
魁
さ
ん
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
そ

う
そ
う
で
し
た
。

色鮮やかに咲きそろう

　（＋  3）

　（＋  8）

　（＋ 11）

７月16日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
７月17日（月・祝）御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
７月23日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２
７月30日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００
８月６日（日） 香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
８月11日（金・祝）小糸整形外科（御船町）
  ☎２８２－００５０
８月13日（日） たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５

 

ご両親：東田良太さん、莉紗さん（上六嘉）ご両親：𠮷田秀一さん、司さん（上島）

平成24年６月26日生

仲良し三姉妹♡

𠮷田　　和（なごみ）ちゃん

平成27年４月19日生
　　　　弥（あまね）ちゃん

平成28年12月14日生
　　　　実（まこと）ちゃん

平成26年５月12日生

じぃじ、ばぁば　いつも遊んでくれて
ありがとう！！　大好き♡

東田　心春（こはる）ちゃん

平成28年８月27日生
　　　夏葉（なつは）ちゃん


